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神西湖における現生珪藻群集と湖底堆積物中
　　　　　　　　　　　　の化石珪藻群集
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Abs旋雛芭；Twe1ve　samp1es　of　surface　sedments，three　samp1es　of　surface　part　of1ake

water　and　one　bore＿ho1e　samp1e　were　taken　to　make　c1ear　the　d1str1but1on　of11v1ng

盈nd　foss11d1atom　assemb1age　from　Lake　Jmza1，Sh1mane　Prefecture，Japan

　A1though　11vmg　ce11of　Cツc1oチθ〃o　coWα　were　dommated　（＞90％）from　water
samp1es，11v1ng　ce11were　h班d1y　observed　from　the　surf＆ce　sedments　The　percentage

of　dead　va1ves　of　qyo1o胞〃o　oαWo　among　d1atom　va1ves舟om　a11su㎡ace　samp1es
were　above70％．Distribution　of1iving　benthic　diatom，such　as　M如c〃α1〃肋η∫加，
was　c1ose1y　co皿e1ated　with　the　sand　content．

　Th…mb…ff…i1di・t・m㍗1・・f・・mb…一h・1…mp1・・1t・m・t・dwith・・ddg・
1ncrease　and　decrease　A〃oc08θ肌α　8”α舳1砿α　and　the　other　fresh　water　p1anktomc

d1atoms　that　were　not　found廿om11vmg　samp1es　dommated　the　great　part　of　d1atom

assemb1age　m　pa1eo－Lake　Jmza1The　change　of　d1atom　foss11assemb1age丘om　bore－
ho1e　samp1e　showed　repet1t1on　of丘esh　and　brack1sh　env1ronment　at　Lake　J1nza1

K㊧yw⑪納s；Lake　Jmza1，D1atom　Assemb1age

は　じ　め　に

　単細胞藻類である珪藻類は，塩分濃度等の水質や

底質の違いに鋭敏に反応しラその種群組成を大きく

変化させることが知られている。加えて，その殻が

珪酸質でできているために一部の種のものを除くほ

とんどの遺骸が堆積物中に残される。これらのこと

から，湖沼の古環境を明らかにするための手段とし

て珪藻化石群集を用いることは有効であり，またそ

れに関する研究報告例も多い（鹿島，1993；1996な

ど）。珪藻類の詳しい生態は小杉（1988）などにおい

て報告がなされているが，それらを補うために，ま

た調査対象となる湖沼の特性を知る意味において

もフ調査対象地域の表層堆積物を採取し，そこに含

まれる珪藻群集を調べることは非常に重要である。

本稿では茅1996年5月に島根県神西湖において採
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取された湖底表層堆積物試料，表層水試料および

ボーリングコア試料に含ま才τていた珪藻群集の特徴

について述べる．またボーリングコア試料について

は，得られた結果より推定される堆積環境の変遷に

ついての考察を加えた。

試料および分析方法

　神西湖は島根県出雲平野の南西部に位置し，差海

川によって海と通じている面積約1．35k血の汽水湖で
ある固

　湖底表層堆積物試料は湖内12地点において，エク

マンバージによって表層数ミリ程度をはぎ取るよう

に採取した。あわせて3地点において表層水の採取

を行った。

ボーリングコア試料は湖心部においてピストン式コ

アサンプラーを用いて採取した（図1）。採取された

コアサンプルの詳しい層相の記載は別稿においてさ

れる予定であるのでここでは省略する。コアサンプ

ルは338㎝採取され，1cm毎に分割した、採取した湖

1



2 沢井

⑱鋤㎜Ψ醜㎎S搬SOf
　　醐流融cese砒㎜e雌s

○搬㎜距肋㎎就鎚0f

　S田曲㏄p鮒宜Of眺eW娩

A醐㎜醇互i㎎s晦of
　bo鵬・血挑搬m砕

　　　　　O
　　　　　　Japa皿Sea　　　べ白，

　　、、、4ノ

　　　「　・（モ！　　　　4
　　’　勺タ聲’．．

図1．神西湖における調査地点．

醐gJ．Samp1mg　s1tes　at　Lake　Jmza1

底表層堆積物試料および表層水試料はホルマリンで

固定し，小杉（1985）に従って染色処理を行い封入し

た。小杉（1985）の封入方法は，生体と遺骸を区別し

且つ定量的に試料を扱うことができる。この方法で

封入した試料を生体①遺骸あわせて500個体以上の

珪藻を同定・計数した、ボーリングコア試料は，過

酸化水素水処理法によって封入した。封入した試料

に含まれる珪藻遺骸を，2cm間隔で200個体について

種の同定。計数を行った。

祐紀

藻は，浮遊生種である跳ε1θ80ηε朋0C0吻伽1η，底生

種であるノV加c肋1θγ肋η313などである。

　同試料に含まれていた珪藻遺骸は，生体と同様に

そのほとんどがCγclo胞〃oω功oで占められてお

り，それ以外は8た伽o舳ηo　Co吻伽ηZの遺骸殻や

舳z∫o〃αo01鮒ゴαoなどの底生種の破片であった。

　観察された珪藻種のうち，生体。遺骸ともに高頻

度で出現したqC108θ〃000功αは神西湖のような低

鹸汽水において浮遊生活する珪藻種であることが知

られており，本研究の調査結果もこれを裏付けてい

る。本種は宍道湖や網走湖，浜名湖などからも同様

な報告がなされている、これらの報告にはDψ10η挑

ρ8ω60γα伽や〃0広0舳　脇〃3といった随伴種がみ

られるが（鹿島，1994；1996），後述するように，

本湖においては底生種の舳z3c〃α1〃肋η318や

舳Z3C肋oo舳加伽が観察された。qo1o86〃αω功o

以外に観察された珪藻種の中で，腕16肋舳o
oo∫倣舳は大谷ほか（1995）においても報告されてい

る種であるが茅生体。遺骸ともに出現頻度は大きく

はなかった。これは，浮遊生珪藻の種ごとの優占率

が季節により変化するためであると考えられる、ま

た，ノv加o肋　1θγ肋η∫33などの底生種が表層水試料

中に生体として出現したのは，湖底から遊離したも

のであると考えられる、

神西湖湖底表層堆積物中の珪藻群集
神西湖湖水中の珪藻群集

　表層水試料中の珪藻群集を観察した結果，すべて

の地点において，全生体珪藻中の90％以上が
Cγclo玄θ〃o　cα功oで占められているのが観察された

（図2）．Cツc1o胞〃o　co功α以外で観察された生体珪

other　species

500m

図2。表層水試料中に含まれる全生体珪藻殻に対する

　　　Cyc1o胞〃o　c伽ρ加の生体の出現頻度。

亙晦ムThepercentageofqγ・1o刎α・o功ointota11iving

　　ce11廿om　su㎡ace　part　of1ake　water．

　今回採取した湖底表層堆積物試料から数種の珪藻

類が優占的に観察された。なかでも，すべての地点

において前述のCツc1o方ε〃αoo功oが全珪藻遺骸殻の

約70％以上の割合で出現した（図3）．Cγc1o才θ〃αcα功o

other　species

500m

図3湖底表層堆積物中に含まれる全珪藻遺骸殻

　　　に対するqC1倣〃o　CoΨゴoの遺骸の出現頻度．

醐籔3曲The　percentage　of　qγc1o胞〃o　cαΨわ　in　tota1

　　dead　va1ves　from　su㎡ace　sediments．
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　図4．神西湖における珪藻遺骸群集の分布状態．
醐g㊥4㊥Distribution　of　diatom　assemb1age　at　Lake　Jinzai．

図9　底質表圃の含砂率（％）｛1993年6月〕
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図5。上：高安ほか（1995）に示された神西湖の底質表層の含砂率（％）

　　下：神西湖における底生珪藻の生体殻の分布（／・通）．

醐g南5曲Upper　part　the　sand　content　of　surface　sed1ment　at　Lake　Jmza1

　　　　（％）．

　　　　Lower　pa血：distribution　of1iving　ce11of　benthic　diatom　at

　　　　Lake　Jmza1（／α盆）

と同様に浮遊生活をする肋1ε肋ε舳C03倣1舳は，

湖南東部を中心として遺骸が分布しているのが観察

された。

　上記の2種に加え，ノV炊8c〃α　1θγ肋η8加，

M如C肋00η8肋C吻，卵肥加〃肋α，〃η8〃αガ0

coρ乙κ加α，Cツ醐わ6〃αηz加伽をはじめとする

CW加〃α属等の遺骸が1％以上の割合で観

察された（図4）。このうち，M伽c肋
1εγ肋η8ゴ8，1W如c肋co舳炉た広αに関しては，

その生体の分布も把握することができた（図5）。

これらの種以外にも，Ac伽伽伽3　んωκ肋o夕zα，

Dφ10η挑・泌01伽〃αγ1∫，舳Z∫0肋肋0κα肋，

恥θ加伽c1c〃伽等の遺骸が観察された

がいずれもその出現頻度は小さかった、

　qO108θ〃0C0功0の遺骸が湖全体におい

て高頻度で観察されたのに対し，同様に浮

遊生活をする腕1肋脱舳C0伽肋71が湖南

東部を中心とする分布を示したのは，潮汐

作用により遺骸が運搬集積した可能性が考

えられるが，詳細は不明である。また，本

種は鹿島（1994）で指摘されているように殻

構造が脆弱なため堆積後に分解されやすい

という特徴があり，前項でふれた季即変化

も含めて議論の余地が残されている。

　本研究で得られた底生種の生体の分布

と，高安ほか（1995）において示された湖の

底質とを比較してみると（図5）ヲ生体の分

布と底質とはよい相関を示している。一

方，これらの遺骸が湖全体に数％の割合で

分布しているのはヲ潮汐作用による差海川からの海

水の流入や，湖に流入している淡水河川の影響によ

り死後運搬されたものであると思われる、しかし，
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この死後運搬されたと考えられるものはいずれも5

％以下でありタ多量に流されてはいないことがわか

る。これは他の種についても同様で，神西湖に流入

する淡水河川から運搬されたと考えらオtる8w加

〃伽，〃α8肋肋oα〃c加αなどの淡水付着生珪藻の

遺骸はすべて5％以下で，その割合は小さい。

ボーリングコアから得られた珪藻群集と
　　　　　　　その堆積環境

　ボーリングコアの珪藻分析の結果から図6のよう

な群集変遷が見られた。この結果から，まず珪藻殻

の数と完全個体率に注目すると，珪藻殻の数は全層

準を通じてスパイク状に増加と減少を繰り返してい

ることがわかる。特に深度24－34cmにかけてはその

前後に比較して珪藻殻数が激減している、このよう

な珪藻殻数の激減は，ほかの層準にも数カ所見ら

れ，あわせて珪藻殻の完全個体率も激減している場

合がある。このような変化の見られる原因の一つと

して，堆積物の急激な運搬が考えられる、歴史記録

などからも，神西湖は過去に数回の洪水を経験して

いることがわかっており，その際の急激な堆積物の

運搬。供給により珪藻殻は破壊され，単位重量あた

りの殻数も減少したと推測される。このことに関し
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ては，ほかの分析結果とも比較して詳細に検討する

必要がある。

　次に珪藻の種群組成について注目すると，深度約

180cmを境にして，上部では汽水域に生息する
qclo彪〃αoo功oが優占して産出しており，その下

位では現在の神西湖では生息していない淡水浮遊生

のA〃αo03εかα8ηα舳1伽が特徴的に出現しているこ

とがわかる．種群組成から堆積環境をより詳しく見

るために，珪藻群集組成の違いにより下位の層準か

らA－Eま・でのステージに分割し，さらにステージ

C，Dについてはそれぞれ1～4，1～3に細分した。

　ステージAは，現在の神西湖には生息していな

い淡水浮遊生のA〃αo036加αg醐舳1伽，CツcZo胞〃α

晩〃紐καなどが優占的に産出し，汽水生・海生の

珪藻種はほとんど出現しない。このことからここで

は淡水環境であったことが推測される。ステージB

では，舳α00∫θか08κα1棚Z伽αの減少と海水底生の

〃〃1o〃α伽φ伽αの増加が特徴的である。肋切c〃o

伽φ伽は現在の神西湖よりも塩分濃度の高い環

境を好む珪藻種であり，このステージでは現在より

も塩分濃度が高かったことがわかる．また，淡水浮

遊生のA〃αC08舳α帥o舳Z砿oもある程度出現してい

ることから，河川水の影響も大きかったことがうか

がえる、ステージCでは，珪藻群集からステージ
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